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新
規
就
農
者
は

10
年
前
の
４
倍

　

農
業
の
発
展
を
目
指
す
上
で
、
「
担

い
手
不
足
」
が
全
国
的
に
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
石
川

県
も
例
外
で
は
な
く
、
農
業
従
事
者
の

平
均
年
齢
は
68
歳
を
超
え
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
過
疎
化
が
進
む

奥
能
登
で
は
深
刻
で
、
平
成
19
年
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
約
７

割
が
「
10
年
後
の
営
農
が
困
難
」
、
約

９
割
が
「
後
継
者
が
い
な
い
」
と
答
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
不
足
や
高

齢
化
に
伴
い
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

県
で
は
平
成
21
年
、
農
業
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
総
合
窓
口
で
あ
る
「
い
し
か

わ
農
業
人
材
機
構
」
を
立
ち
上
げ
、
農

業
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ

て
い
る
ほ
か
、
就
農
を
希
望
す
る
方

を
育
成
す
る
「
い
し
か
わ
耕
稼
塾
」
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日本列島のほぼ真ん中に位置する石川県では、米や季
節ごとの野菜・果物など、多種多様な農作物が栽培され
ています。これら大地の恵みを最前線で守り、育ててい
るのは、田畑で汗を流す生産者の皆さんです。県では、
農業の活性化を通して実り豊かなふるさとを築くため、
その担い手の育成やサポートに取り組んでいます。
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■シリーズ  

県産品のある風景

能登棚田米（奥能登2市2町）

表紙について

能登棚田米は、輪島市、珠洲市、能登町、
穴水町の４つの JAで扱うブランド米で
す。能登の里山を象徴する棚田で、化
学肥料・農薬を通常よりも3割以上カ
ットして育てています。環境にやさしく、
味わいも豊かな能登棚田米は県内外で
高い評価を受け、奥能登の新たな食の
魅力となっています。このように豊かな
ふるさとの食の魅力を築き、発信してい
くためには、農業を支える人材の力が
不可欠です。今回の特集では、担い手
育成に向けた取り組みをピックアップし
ています。ぜひご覧ください。

表紙イラスト制作／丸口洋平（金沢市出身）

を
開
講
し
、
新
規
就
農
を
後
押
し
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
る

効
果
は
数
字
に
も
徐
々
に
表
れ
、
平
成

24
年
に
は
平
成
15
年
の
約
４
倍
と
な
る

１
３
５
人
が
新
規
就
農
者
と
し
て
一
歩

を
踏
み
出
し
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し

た
事
例
も
出
て
き
ま
し
た
。

みのりみのり
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  10月29～31日にかけて、いしかわ総合ス
ポーツセンター（金沢市）などで「全国農業
担い手サミットinいしかわ」が開催されまし
た。同サミットは日本各地から意欲ある農
業の担い手が集まり、それぞれが交流や意
見交換などを行い、地域農業を活性化して
いくことを目的に毎年、開催されています。
全国から多くの農業の担い手が参加し、県
内11カ所が地域交流会場となり、特色ある
県内の農業にふれていただきました。

いしかわ耕稼塾（4ページ）で学ぶ研修生の皆さん

みのりみのり
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就農から経営の高度化まで一貫したサポートを全国で
唯一実施する「いしかわ農業人材機構」が主体となり、
担い手を育成する「いしかわ耕稼塾」。さまざまな研修
コースを用意し、新規就農者や高い経営感覚を身につけ
た農家、そして農業の応援団などを育成しています。

専科で、ハウス1棟を借りてトマトの
作付け計画から販売までを経験し
ています。収穫したトマトは、直売
所や飲食店に出荷しました。不安も
ありますが、ここで得た知識と経験
を生かし、卒業後は独立したいと考
えています。

農業法人で研修を受けながら、週1回、
実践科の仲間と講義を受けています。
研修先で栽培するトウモロコシを使っ
た6次産業化なども考えていて、農業を
活性化し、息子・柊

しゅう

の世代にも能登の
里山を伝えていくのが目標です。

ハウスや露地での野菜栽培を経験し
ながら、日々、技術を高めています。
将来はここで学んだことを生かして、
トマト農家を目指しています。町内の
営農組合の一員として、ゆくゆくは
米作りも担う予定で、地域の農業を
引っ張っていきたいと考えています。

谷 健次郎さん（白山市在住）

井上 卓彦さん（金沢市在住）

宮本 健一さん（小松市在住）

宮崎 和幸さん
志
し い ま
今さん（珠洲市在住）野菜全般の基本を学んでいます。ピーマ

ンやナスなど、自分の好きな作物を栽
培でき、野菜作りの難しさと楽しさを実
感しています。卒業後は、実家の米や、
い草栽培に取り組むと同時に、農業の
魅力を多くの人に伝えたいですね。

人材機構では、農林漁業者が、生産活動を軸に加工や販
売、サービスなどの２次産業や３次産業にも取り組む６
次産業化の取り組みを推進するため、豊富なノウハウを
持った専門家を配置し、アドバイスや情報提供、商工業
者とのマッチングなどを手助けしています。
6次産業化とは……
１次産業である農林水産業が、加工食品の製造・販売、観光農園
のようなサービスなど、２次産業や３次産業にまで踏み込み農林水
産物の付加価値を高める取り組み。１次、２次、３次をそれぞれ掛
け合わせて６次産業化という(１次×２次×３次＝６次産業化)。

経営の多角化・高度化を後押し
6次産業化支援

いしかわ農業人材機構では、県内の農林総合事務所に
地域コーディネーターを配置しています。コーディネー
ターは、就農を希望する方に対して、耕稼塾での研修時
から農地や資金、機械の調達、受け入れ先である農業法
人の紹介など、就農に必要な情報を提供。いしかわ耕稼
塾の卒業生などが希望通りの環境で農業が始められる
よう、サポートしています。

就農希望者と受け入れ側をマッチング
地域コーディネーター

就農希望者のニーズに応じたきめ細かい研修コース

※このほか、意欲と経験のある農業者には、企業的経営感覚を学ぶ「経営革新スキルアップコース」もあります。
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種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で

農
業
学
ぼ
う
コ
ー
ス

　

い
し
か
わ
耕
稼
塾
で
は
、就
農
者

の
育
成
だ
け
で
な
く
、
県
民
の
皆

さ
ん
に
ふ
る
さ
と
の
農
業
を
応
援

し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
に

も
積
極
的
で
す
。
そ
の
一
つ
が
、

河
北
潟
干
拓
地
内
の
い
し
か

わ
耕
稼
塾
の
畑
で
行
う
「
い

し
か
わ
の
農
業
学
ぼ
う
コ
ー

ス
」
。
農
作
物
の
種
ま
き
か

ら
収
穫
ま
で
幅
広
い
農
作
業

の
体
験
を
通
し
て
育
て
る
喜

び
や
苦
労
を
実
感
し
、
農
業

へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

季
節
ご
と
に
開
催
す
る
同
コ
ー

ス
は
平
成
21
年
に
始
ま
り
、
こ
れ

ま
で
に
１
１
４
４
人
が
参
加
。
親

子
や
友
人
同
士
で
農
業
に
ふ
れ
あ

い
ま
し
た
。

１
月
か
ら
県
庁
19
階
で

開
放
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

　

県
で
は
、一
般
県
民
や
就
農
希
望

者
の
方
々
に
、県
内
農
業
の
現
状
と

魅
力
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
い
し
か
わ
耕
稼
塾
「
開
放

セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。
日

程
は
来
年
１
月
18
日
か
ら
２
月
15

日
ま
で
の
毎
週
土
曜
午
後
２
時
か

ら
。
県
庁
19
階
展
望
ロ
ビ
ー
を
会

場
に
、農
業
の
最
前
線
で
活
躍
中
の

方
を
講
師
に
迎
え
、
プ
ロ
農
業
者

の
こ
だ
わ
り
農
産
物
づ
く
り
や
新

規
就
農
者
の
体
験
談
な
ど
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
中
働
い
て
い
る
方

な
ど
を
対
象
に
平
日
の
夜
に
は
、

農
業
入
門
講
座
「
駅
前
ア
カ
デ

ミ
ー
」
も
開
催
。
金
沢
駅
周
辺
で
、

農
業
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
方
が

気
軽
に
学
べ
る
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

種まきから収穫まで体験でき
るのが、うれしいですね。ここで
農業の面白さを知り、個人で畑
も借りちゃいました。

以前も参加し、とても楽しかっ
たのでまた来ました。青空の下
でいい汗をかき、とても気持ち
よく、大満足です。

小島さんファミリー
（白山市在住）

武藤さんファミリー
（金沢市在住）

鈴木さんファミリー
（野々市市在住）

子どもたちに土いじりさせたく
て参加しました。娘も楽しかっ
たようで、家庭菜園を始めよう
かと考えています。

● 問い合わせ  公益財団法人いしかわ農業人材機構
金沢市鞍月2丁目20番地　石川県地場産業振興センター新館4F
TEL 076（225）7621　FAX 076（225）7622 いしかわ農業人材機構

9月29日にあった「いしかわの農業
学ぼうコース」に参加した家族3組
をインタビューしました。

県では、新規就農者の育成と併せて、ルビーロマンや能登牛といった県産
食材のブランド化、能登棚田米やトリガイといった来県者をもてなす食材
の魅力向上など、農業活性化に向けた多岐にわたる取り組みを進めていま
す。県産農産物をもっと知っていただくために、今後も力を注いでいきます
ので、ぜひ、実際に食べていただき、石川の農業を応援してください。

体
験
や
実
習
を
通
し
て

農
業
の
応
援
団
に
な
ろ
う
！

作物の糖度を調べるなど、
駅前アカデミーではさま
ざまな講義を実施

能登棚田米やルビーロマン
など石川には魅力的な食材
がいっぱい

ハクサイ畑で草とりをする「いしかわの農業学ぼうコース」の参加者

ふるさとの農業に
みんなでエールをみ

ンン
材材材

みみ
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事
業
の
多
角
化
や

地
域
貢
献
に
つ
な
が
る

　
農
業
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
、「
企
業
」
で

す
。

　
企
業
の
参
入
に
よ
っ
て
中
山
間
地
域
を
中

心
に
増
え
て
い
る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
雇

用
の
拡
大
も
期
待
で
き
、里
山
景
観
の
保
全

な
ど
地
域
貢
献
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
企
業
側
に
と
っ
て
は
、
農
業
を

新
た
な
柱
と
す
る
こ
と
で
事
業
の
多
角
化
が

実
現
で
き
ま
す
。

　
農
家
や
地
域
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
く
、
他
業
種
か
ら
の
参
入
で
新
た
な
農
業

の
ア
イ
デ
ア
が
導
入
さ
れ
た
り
、
異
業
種
間

の
交
流
が
進
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
数
多
く
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の

相
談
窓
口
を
開
設

　
半
面
、
農
業
は
自
然
条
件
や
天
候
に
左
右

さ
れ
や
す
く
、
思
っ
た
ほ
ど
の
収
穫
量
が
得

ら
れ
な
い
な
ど
、
計
画
通
り
に
進
ま
な
い
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
安
定
し
た
農
業

経
営
を
目
指
す
上
で
は
、
価
格
面
や
販
路
な

ど
、
販
売
ま
で
含
め
た
一
貫
し
た
綿
密
な
収

支
計
画
が
不
可
欠
で
す
。

　
企
業
の
参
入
に
あ
た
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、
県
で
は
農
林
水
産

部
内
に
「
農
業
参
入
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
総
合
窓
口
と
し
て
、
技

術
面
や
地
域
と
の
連
携
な
ど
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
答
え
て
い
ま
す
。

県農業政策課県農業政策課

竹竹
たけがみたけがみ
上上  仁仁

ひとしひとし
志志さんさん

スーパー大手も農業に参入（詳細は7ページ）

　石川県を創業の地とする世界的な
建設機械メーカー・コマツは今年6
月、県と「農業に関する包括連携協
定」を結び、里山の農業再生に向け
たプロジェクトに取り組んでいます。
これは製造業のトップランナーであ
るコマツの生産管理ノウハウを農業
に導入し、「農業版生産工程マニュ
アル」としてまとめ、里山を含む県内

各地の就農者や担い手農家に普及す
るものです。
　今後は、農作業のデータ収集や分
析を通して、収益性の高い農業を実
現するための手法を検討します。ま
た、コマツからも講師を招き、いしか
わ耕稼塾で製造業の生産管理手法
について講義をしていただく予定で
す。

コマツのノウハウを農業に導入

● 問い合わせ

農業参入サポートデスク（県農業政策課内）
TEL 076（225）1613 / FAX 076（225）1618
メール  e210100@pref.ishikawa.lg.jpkawa

協定書に署名した谷本知事と山下コマツ粟津工場長
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　カニカマやチクワなどの練り製品メーカーのス
ギヨは、平成19年に県内第1号として農業分野に
進出しました。昨年3月に同社から独立した農業
法人スギヨファームでは、七尾市能登島の26ヘク
タールの農地を借り受け、キャベツやニンジン、タ
マネギなどの栽培に取り組んでいます。
　育てた野菜は新鮮な状態で市内にあるスギヨ
の工場に運ばれ、加工食品の材料に使われてい
ます。「野菜そのものを販売するわけではないの
で、大きさなどの規格をそろえたり、包装をしたり
するなどの手間がかからず、コストを抑えられま

す」と半澤咲子農場長は話します。
　さらに、同社では今年７月から専任スタッフを置
き、営業部門を強化。総菜メーカーやスーパーなど
はもちろん、金沢や東京のレストランへの販売に力
を注いでいます。
 「能登島の赤土で育った野菜はしっかりと根を張
り、じっくり育つので味わいも格別です」と品質に
も絶対の自信を見せる半澤農場長。現在は露地栽
培だけですが、今後はハウス栽培にも取り組む計画
で、顧客のニーズによりきめ細かく応えられる栽培
を目指しています。

　スーパー大手のイオングループが今年4月、か
ほく市の河北潟干拓地で北陸初、全国９番目の
農場をオープンしました。かほく農場は13.３ヘク
タールあり、キャベツやレタス、ハクサイなどを栽
培。今年、収穫したキャベツは、取れたてを直接
農場から石川・富山両県のイオン各店に出荷した
ほか、加工用としても生産し、カット野菜として県
外の店頭にも並んでいます。
　同社の農業経営で大きな特色と言えるのが、
農場管理に「グローバルGAP」の手法を取り入れ
ている点です。これは国際的な農業生産のガイド
ラインで、きめ細かな点検項目をクリアしながら、

食の安全や品質の向上に取り組んでいます。さら
に、全国の農場から集まる生産から販売までの
データを分析し、より効率的な農業も追求してい
ます。
　また、かほく農場のオープンによって周辺市町
から16人の雇用が生まれるなど、地元経済の活性
化にもつながっています。「皆さんとっても頑張って
くれています。北陸のモデル農場となれるよう、こ
れからも地域の方 と々ともに全力を注いでいきた
い」と意気込む大塚達郎農場長。地域住民を招
いて収穫祭を実施するなど、かほく農場を通して
野菜や農業の魅力発信にも知恵を絞っています。

スギヨファーム（七尾市）

イオンアグリ創造
かほく農場（かほく市）

農場長農場長

大大
おおつかおおつか
塚塚  達達

たつろうたつろう
郎郎さんさん

農場長農場長
半半
はんざわはんざわ
澤澤  咲咲

さきこさきこ
子子さんさん
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農
業
の
魅
力
を
知
り

就
農
を
決
意

髙
山
●
ま
ず
は
、皆
さ
ん
が
農
業
を
始

め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

竹
本
●
実
家
が
稲
作
農
家
で
し
た

の
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
田
植

え
や
稲
刈
り
の
経
験
は
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
は
重
労
働
で
大
変
だ

な
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
生

に
な
っ
て
夏
休
み
な
ど
に
長
期
間
、

家
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
米
作
り

の
全
体
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
作
物
を
育
て
る
農

業
の
魅
力
を
感
じ
た
の
で
す
。

西
村
●
わ
が
家
も
代
々
、五
郎
島
金

時
を
栽
培
し
て
い
て
、い
ず
れ
は
農
業

を
継
ぐ
と
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
考
え
て

い
ま
し
た
。20
歳
の
と
き
に
就
農
し
た

際
、幸
い
な
こ
と
に
周
り
に
は
同
世
代

の
農
家
が
多
く
、す
ん
な
り
と
仕
事
に

入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
●
お
二
人
と
は
違
い
、
私
は
非

農
家
の
出
身
で
す
。
以
前
は
ふ
る
さ

と
の
金
沢
市
を
離
れ
、
県
外
で
建
設

関
係
の
仕
事
に
就
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
有
機
農
法
を
し
て
い

る
方
と
出
会
い
、
農
業
の
将
来
性
を

感
じ
、
14
年
前
に
七
尾
市
能
登
島
で

農
業
を
始
め
ま
し
た
。

産
地
活
性
化
で

担
い
手
を
確
保

髙
山
●
農
業
を
営
む
中
で
は
さ
ま

農業の未来を
 サミットで発信

全国には、農業の未来に活力を与えようと取り組んでいる人がたくさんいます。そんな
方々が石川に集まり、今年10月に開かれたのが「全国農業担い手サミットinいしかわ」
です。同サミットに県内から参加した３人の担い手に、いしかわ農業人材機構専務理
事の髙山髙市さんがふるさと農業の特色やこれからの農業について聞きました。

NOTO高農園NOTO高農園（七尾市）（七尾市）

さん（41歳）さん（41歳）

（有）西村農園（有）西村農園（金沢市）（金沢市）

さん（46歳）さん（46歳）

（有）たけもと農場（有）たけもと農場（能美市）（能美市）

さん（30歳）さん（30歳）
七尾市能登島でNOTO高農園を経営。西
洋野菜や能登野菜など約200種類の作物
を栽培し、県内外のレストランを中心に出
荷しています。

大学卒業後、父が代表を務めるたけもと
農場に入社。農薬や化学肥料になるべく
頼らない米作りに努め、インターネットで販
売したり、飲食店に卸したりしています。

平成18年に（有）西村農園を立ち上げ、代
表に就任。金沢市粟崎にある砂丘地で、
加賀野菜の五郎島金時をはじめ、小玉ス
イカやハボタンなども栽培しています。

“ふるさと農業担い
手 座談会”
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ざ
ま
な
ご
苦
労
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
将
来
的
な
視
点
で
見
る
と
、
担

い
手
不
足
も
大
き
な
問
題
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
は
法
人
化
し
た
り
、
ス

タ
ッ
フ
を
雇
用
し
た
り
し
、
大
規
模

に
営
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。

高
●
最
初
は
妻
と
２
人
で
し

た
が
、
栽
培
品
目
や
農
地
を

増
や
す
中
で
、
そ
れ
だ
け
で

は
カ
バ
ー
で
き
な
く
な
り
、

今
は
５
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

竹
本
●
た
け
も
と
農
場
で

も
、
10
年
後
、
20
年
後
を
見

据
え
、ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し

て
い
ま
す
。
新
し
い
仲
間
が

増
え
た
こ
と
で
、
職
場
に
元

気
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

西
村
●
担
い
手
不
足
に
よ

る
将
来
へ
の
不
安
は
あ
り
ま

す
が
、
解
消
す
る
に
は
産
地

の
活
性
化
が
一
番
で
す
。
そ

の
地
域
の
農
業
が
元
気
で
あ

れ
ば
、
後
継
者
も
自
然
と
集

ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

髙
山
●
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で

す
。
そ
れ
で
は
、
ふ
る
さ
と

の
農
業
を
よ
り
盛
り
上
げ
て
い
く
上

で
、
石
川
な
ら
で
は
の
特
色
は
ど
こ

に
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

竹
本
●
頑
張
っ
て
い
る
同
世
代
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

県
内
の
農
業
者
の
集
ま
り
で
あ
る
ア

グ
リ
フ
ァ
ン
ド
石
川
や
い
し
か
わ
耕

稼
塾
の
卒
業
生
な
ど
、
農
家
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
強
く
、
切
磋
琢
磨

で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

西
村
●
確
か
に
、
多
く
の
先
輩
方

が
築
い
て
き
た
農
業
に
取
り
組
む

環
境
は
魅
力
で
す
。
加
え
て
、
私
の

農
園
か
ら
は
県
庁
が
大
き
く
見
え
ま

す
。
消
費
地
の
都
市
部
に
近
い
地
域

で
農
業
が
で
き
る
点
も
特
色
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

高
●
県
外
へ
の
出
荷
を
視
野
に
入

れ
て
も
、
地
理
的
に
石
川
は
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
関
西
や
首
都
圏
と
い
っ

た
大
消
費
地
へ
も
、
夜
に
出
荷
し
、

翌
朝
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

交
流
を
通
し
て

未
来
の
農
業
を
探
る

髙
山
●
先
月（
10
月
）行
わ
れ
た
担

い
手
サ
ミ
ッ
ト
は
、
皆
さ
ん
の
感
じ

る
石
川
の
農
業
の
魅
力
を
発
信
す
る

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
ね
。

高
●
は
い
。
私
が
農
業
を
営
む
能

登
島
西
部
は
新
規
就
農
者
が
増
え
、

遊
休
地
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
な

ど
、
石
川
に
は
農
業
の
明
る
い
未
来

を
示
す
い
い
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
今
後
も
、
多
く
の
人
に
ぜ
ひ

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹
本
●
石
川
だ
け
で
も
こ
れ
だ
け

特
色
あ
る
農
業
が
あ
る
の
で
す
か

ら
、
全
国
に
目
を
向
け
る
と
、
ま
だ

ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
は
ず
で

す
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
県
外

の
担
い
手
と
意
見
を
交
わ
し
、
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
そ
れ
を
今
後
の
農

業
に
生
か
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

西
村
●
私
は
、
平
成

10
年
に
石
川
で
開
か
れ

た
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
の

前
身
・
全
国
農
業
青
年

交
換
大
会
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
と
き
は

多
く
の
農
業
者
と
知
り

合
い
、
そ
れ
が
農
業
を

続
け
る
上
で
の
励
み
と

な
り
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ

ト
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

の
交
流
を
通
じ
て
、
こ

れ
か
ら
の
農
業
を
考
え

る
契
機
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

髙
山
●
最
後
に
、
こ
れ

か
ら
の
目
標
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

竹
本
●
５
年
前
か
ら
イ
タ
リ
ア
料
理

の
リ
ゾ
ッ
ト
用
の
米
を
作
っ
て
い
ま

す
。
前
例
が
な
く
苦
労
は
し
ま
し
た

が
、
栽
培
し
た
米
は
レ
ス
ト
ラ
ン
関

係
者
に
好
評
で
す
。
今
後
も
特
色
あ

る
米
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

高
●
当
園
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
野

菜
が
売
り
で
す
。
首
都
圏
の
レ
ス
ト
ラ

ン
関
係
者
に
県
産
食
材
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
「
い
し
か
わ
百
万
石
マ
ル
シ
ェ
」
な

ど
を
通
し
て
、
積
極
的
に
売
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
村
●
五
郎
島
生
産
組
合
の
一
員
と

し
て
地
域
の
農
業
を
も
っ
と
盛
り
上

げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
、個
人
的
に
も
っ
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
し
、
よ
い
影
響
を
周
り
に
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

髙
山
●
夢
の
あ
る
農
業
の
明
日
に

つ
な
が
る
よ
う
、
当
機
構
も
担
い
手

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

いしかわ農業人材機構いしかわ農業人材機構
専務理事専務理事

さんさん

取材場所：県農林総合研究センター
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小松空港では現在、ソウル・上海・台北を結ぶ国際定期
便が就航しています。昨年12月には台北便が週5便から
増便し、１日１往復するデイリー化となるなど国際化に向
けた歩みを進めています。国際線利用者がより快適・ス
ムーズに利用できるよう、空港では施設・設備面で充実
した“お・も・て・な・し”態勢を整えました。

　

国
際
線
の
搭
乗
を
待
つ
時
間
も
快
適

に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
小
松
空
港

で
は
、
出
国
待
合
室
も
大
き
く
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
待
合
室
は
８
月
に

従
来
の
１
・
４
倍
と
な
る
４
８
２
平
方

メ
ー
ト
ル
に
拡
大
。
座
席
数
は
91
席
増

国際線利用者向けに拡充した第2駐車場

　

国
際
線
利
用
者
が
無
料
で
利
用
で
き

る
国
際
線
第
２
駐
車
場
が
、
今
年
８
月

に
完
成
し
ま
し
た
。
３
３
６
台
を
止
め

る
こ
と
が
で
き
、
県
立
航
空
プ
ラ
ザ
に

隣
接
す
る
第
１
駐
車
場
と
合
わ
せ
、
従

来
の
約
２
倍
と
な
る
６
５
8
台
を
収
容

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
国
際
線
の
利
用
状
況
が
好

調
で
第
１
駐
車
場
が
年
間
１
０
０
日
以

上
満
車
に
な
る
こ
と
に
対
応
し
た
も
の

で
す
。
県
で
は
駐
車
台
数
の
大
幅
増
を

受
け
、
利
用
対
象
者
を
拡
大
。
こ
れ
ま

で
は
国
際
線
の
直
行
便
と
成
田
・
羽
田

便
で
乗
り
継
い
で
海
外
に
向
か
う
方
が

無
料
で
駐
車
で
き
ま
し
た
が
、
第
２
駐

車
場
完
成
後
は
新
千
歳
や
仙
台
、
福

岡
、
那
覇
で
国
際
線
に
乗
り
継
ぐ
利
用

者
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
線
第
２
駐
車
場
完
成

６
５
8
台
収
容
可
能
に

待
合
室
を
拡
大
し
、

免
税
店
も
充
実

10

石
川
の
地
酒

混雑解消 と安全性向上 へ

空港内の設備を整備
以前から利用者の要望が多かった空
港内の道路整備などが国の事業とし
て取り組まれています。

これらの整備により、小松空港のさらなる利
便性の向上を図っていきます。

❶Ｐ２駐車場の入口を
ターミナルビル側に増設

❷ターミナルビル前の
混雑解消を図るため
アイランド（ビル前乗降場所）の延長

❸見通しを良くし事故を防止するため、
ターミナルビル手前の道路を２車線化

え
て
２
４
０
席
と
な
り
、ゆ
っ
た
り
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

免
税
店
も
７
月
、
売
り
場
面
積
を
以

前
の
１
・
３
倍
に
広
げ
、
漆
塗
り
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
黒
色
を
基
調
に
梅
鉢
紋

を
あ
し
ら
っ
た
落
ち
着
い
た
デ
ザ
イ
ン

の
店
舗
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
商
品
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
も
充
実
し
、
外
国
人
に
人
気
の

国
産
化
粧
品
や
腕
時
計
な
ど
に
加
え
、

地
酒
や
伝
統
工
芸
、
和
菓
子
と
い
っ
た

地
元
の
特
産
品
も
数
多
く
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
到
着
時
の
手
荷
物

受
取
所
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ヤ
ー
を
延
長
し
、
２
ラ
イ

ン
で
使
え
る
よ
う
に
変

更
。
短
い
時
間
内
に
２

便
の
国
際
線
が
到
着
し

て
も
混
雑
し
な
い
よ
う
、

十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
ま
し
た
。

新たな搭乗橋を設置し、国際化に向けて前進

商品ラインアップが充実した免税店

より快適に使いやすくなった待合室

石川の地酒
酒どころ石川を代表する酒蔵の自信作をずらり。
芳醇な味わいをご堪能ください。

お菓子
お土産の定番と言えばお菓子。友人や家族向けに
手軽に味わえる石川の味覚はいかが。　

金箔入り化粧品
外国人に人気なのが国産化粧品。小松空港なら
ば、石川らしい金箔入り商品も豊富です。

地
酒酒

て
い受受受

金
箔
入
り
化
粧
品 お

菓
子
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小
松
空
港
で
は
、
ビ
ル
と
国
際

便
を
つ
な
ぐ
搭
乗
橋
（
ボ
ー
デ
ィ
ン

グ
ブ
リ
ッ
ジ
）
を
増
設
し
、
既
存
路

線
の
増
便
や
国
際
線
の
新
規
路
線

の
運
航
に
も
対
応
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
国
際
線
用
の
搭
乗

橋
が
２
基
と
な
り
、
同
時
間
帯
に
国

際
線
2
便
が
利
用
す
る
場
合
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
十
分

な
時
間
を
置
い
て
国
際
線
を
離
発
着

し
て
い
た
従
来
に
比
べ
て
、
運
航
時

刻
を
よ
り
柔
軟
に
設
定
で
き
ま
す
。

航
空
会
社
が
希
望
す
る
時
間
に
受
け

入
れ
や
す
く
な
り
、
県
で
は
一
層
の

国
際
路
線
の
充
実
に
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

海外の旅を
サポート

VoiceVoice

利用者の声

国際線の運航時間に合わせ、韓国語と台湾語の案
内係が待機しています。その中で、台北出身の畠中
さん（写真）は、通訳として台湾の方をサポートして
いますが、もちろん台湾の観光情報の知識も豊富
です。また、韓国語の案内係の方からもいろいろな
話を聞くことができます。海外旅行に出発する前に
耳よりな情報が得られるかもしれませんよ。

観光クチコミ情報をゲット！

外国語案内係

利

同時間帯の離着陸に対応できる態勢が整いました

● 問い合わせ

県空港企画課　　　　　TEL 076（225）1338
北陸エアターミナルビル㈱　TEL 0761（23）6111 小松空港

同
時
間
帯
に
２
便
の

国
際
線
が
発
着
可
能
に

月に2～3回、仕事の関係で台北便や
ソウル便を利用しています。駐車場が
無料で利用できるのは大変助かって
います。しかも、第2駐車場が完成し、
駐車スペースにも余裕が生まれ、さら
に便利になりましたね。欲を言えば、
免税店のブランド品がもっと充実する
とうれしいですね。

台湾南部の都市・高雄市出身で、8年前
に石川県へと嫁いできました。以前は里
帰りする際は関西空港を利用していまし
たが、台北便が就航し、小松空港から行
き来でき、とても便利になりました。免
税店も新しくなり、今後さらに、韓国や
台湾の人たちの好みに合わせた商品が
充実することを期待しています。

宮
森 

庸
平
さ
ん

み
や
も
り

よ
う
へ
い

（
会
社
員
、金
沢
市
在
住
）

（
主
婦
、金
沢
市
在
住
）

李 

怡
慧
さ
ん

リ
ー

イ
ー
フ
ェ
イ

※2013年11月分 ※時間は現地時間で表記してあります
　（時差：ソウル±0時間／上海・台北－ 1時間）
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み
ん
な
で
応
援
し
よ
う

石
川
の
キ
ラ
リ
農
産
物

　

味
覚
の
秋
、
石
川
の
農
産
物
が
お
い
し
い
で
す
ね
。
地
元
の
取
れ
た
て
を
い
た
だ

く
”地
産
地
消
“も
県
民
の
間
で
お
な
じ
み
と
な
り
、農
業
を
元
気
に
し
た
い
と
願
う
私
と

し
て
は
心
強
い
限
り
で
す
。同
時
に
、出
荷
量
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
地
域
で
し
か
味
わ
え

な
い
農
産
物
を
、も
っ
と
皆
さ
ん
の
食
卓
に
お
届
け
し
た
い
と
頭
を
ひ
ね
る
毎
日
で
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、こ
れ
ま
で
あ
ま
り
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
奧
能
登
の
山
菜
や
キ
ノ
コ

な
ど
を
集
め
、人
口
の
多
い
金
沢
へ
運
ぶ
”奧
能
登
直
行
便
“の
運
行
で
す
。市
場
関
係
者

や
消
費
者
か
ら
、「
こ
ん
な
お
い
し
い
も
の
を
待
っ
て
い
た
」「
も
っ
と
生
産
量
を
増
や
し

て
」と
い
う
要
望
が
相
次
ぎ
、
５
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
、
お
か
げ
さ
ま
で
出
荷
量
は
ス

タ
ー
ト
時
の
約
３
倍
、出
荷
農
家
数
も
３
０
０
名
近
く
ま
で
増
え
ま
し
た
。

　

加
賀
市
の
三
谷
地
区
に
自
生
す
る
山
野
草
が
、東
京
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー

に
使
わ
れ
、
食
通
た
ち
を
う
な
ら
せ
て
い
ま
す
。お
と
と
し
11
月
、
県
内
で
開
い
た
世
界

の
料
理
人
が
集
う
食
の
イ
ベ
ン
ト
に
、日
本
か
ら
た
だ
一
人
参
加
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ

ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
が
、
三
谷
産
の
山
野
草
に
惚ほ

れ
こ
ん
だ
の
が
ご
縁
。地
元
で
は
珍
し
く
な

い
山
野
草
が
、
プ
ロ
の
厳
し
い
目
と
舌
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
、
一
気
に
東
京
デ
ビ
ュ
ー

に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
の
場
を
通
し
て
、地
域
に
眠
る
農
産
物
が
宝
石

の
よ
う
に
輝
き
出
す
こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
年
か
ら
名
称
を
「
い
し
か
わ
百
万

石
マ
ル
シ
ェ
」に
一
新
し
、
東
京
都
内
で
開
い
た
石
川
の
食
材
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
も
、
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。出
展
し
た
生
産
者
に
伺
う
と
、「
消
費
者
の
声
や
ニ
ー

ズ
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
が
発
見
や
刺
激
、ア
イ
デ
ア
の
源
に
な
り
ま
す
」と
の
こ
と
。

　

こ
の
季
節
、
県
内
の
道
の
駅
や
Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
に
は
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
味
覚

が
た
く
さ
ん
並
び
ま
す
。秋
の
行
楽
が
て
ら
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
キ
ラ
リ
と
光
る

農
産
物
を
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
発
掘
し
、応
援
し
ま
し
ょ
う
。

smile 石川のボランティア
　

毎
月
第
４
火
曜
の
朝
、
志
賀
町
に
あ
る
道

の
駅
「
こ
ろ
柿
の
里 

し
か
」
は
、
地
元
の

方
や
町
外
か
ら
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
目
当
て
は
、
志
賀
町
婦
人
加
工

連
絡
会
が
開
く
テ
ン
ト
市
で
す
。
朝
ど
れ
の

野
菜
や
魚
、
海
藻
と
い
っ
た
生
鮮
食
品
を
は

じ
め
、
漬
け
物
や
み
そ
、
総
菜
な
ど
が
手
ご

ろ
な
価
格
で
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　
「
こ
ろ
柿
を
入
れ
た
パ
イ
や
赤
土
す
い
か

を
５
時
間
煮
詰
め
た
ス
イ
カ
糖
な
ど
、
町
の

特
産
品
を
使
っ
て
メ
ン
バ
ー
で
開
発
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
い
ろ
い
ろ
。
よ
も
ぎ
摘
み

か
ら
始
め
る
草
も
ち
な
ど
、
す
ぐ
に
売
り
切

れ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
、に
っ

こ
り
笑
う
の
は
代
表
の
中
村
登
志
江
さ
ん
。

同
連
絡
会
で
は
大
人
気
の
テ
ン
ト
市
を
町
内

イ
ベ
ン
ト
で
も
開
き
、
市
で
得
た
売
上
金
は

年
末
に
町
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
に
配
布
す

る
手
打
ち
そ
ば
の
材
料
費
に
充
て
た
り
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
た
り
す
る
な
ど
の

活
動
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
62
年
の
発
足
か
ら
26
年
間
に
わ
た
っ

て
活
動
を
続
け
て
き
た
原
動
力
は
、
会
員
同

士
の
交
流
や
お
客
様
か
ら
の
「
お
い
し
か
っ

た
よ
」
の
声
と
の
こ
と
。
現
在
、
米
粉
を
利

用
し
た
お
や
き
や
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
な
ど
の

新
商
品
も
開
発
中
で
、
テ
ン
ト
市
の
魅
力
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

活
動
が
会
員
の
励
み
に

地元の特産ずらり
売り切れ御免の
テント市を開催

会員は現在27人。研修旅行を企画するなど、
商品開発にも熱心に取り組んでいます

志賀町
婦人加工
連絡会
（志賀町）

●問い合わせ

志賀町婦人加工連絡会
代表  中村 登志江
TEL 0767(37) 1259

多くの人が訪れるテント市。常連客もたくさんいます
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白
山
ろ
く
の
上
木
滑
、
下
木

滑
、
木
滑
新
の
３
集
落
か
ら
な

る
木
滑
地
区
。
大
正
〜
昭
和
初

期
に
で
き
、
法の

り

面
に
石
を
積
む

「
石
積
み
の
棚
田
」
が
今
も
残

り
、
緑
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な

山
村
の
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
高
齢
化
や
過
疎
化

が
進
み
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え

て
い
る
の
も
実
情
で
、
同
地
区

で
は
平
成
21
年
に
白
山
市
上
木

滑
が
県
の
先
駆
的
里
山
保
全
地

区
に
選
定
さ
れ
た
の
を
機
に
木

滑
里
山
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

開
始
し
ま
し
た
。
耕
作
放
棄
地

に
牛
を
放
牧
し
、
雑
草
を
食
べ

て
も
ら
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
支
援
を
受
け
て
石
積
み
を

補
修
し
た
り
す
る
な
ど
の
活
動

を
展
開
。取
り
組
み
を
通
し
て
、

耕
作
放
棄
地
で
再
び
稲
作
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
目
に
見

え
る
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
ご
と
に
交
流
イ

ベ
ン
ト「
山
笑
い
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
田
植

え
や
農
作
物
の
収
穫
、
か
ん
じ

き
ウ
オ
ー
ク
な
ど
、
そ
の
季
節

だ
か
ら
こ
そ
の
里
山
の
体
験
と

遊
び
が
目
白
押
し
。
木
滑
に
伝

わ
る
踊
り「
あ
さ
ん
が
え
し
」も

披
露
し
、
会
場
は
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
む
地
元
住
民
と
市
内
外
か

ら
訪
れ
た
多
く
の
人
た
ち
の
笑

顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

「里山保全に取り組み、最もうれ
しかったのは、住民同士や地域外
の人たちとの“つながり”が増えた
ことです。それに伴って、木滑で暮
らすお年寄りの顔がみるみる元気
になっていきました。さらに、今年
4月からは県外出身の20代の夫婦
が集落内の空き家で新生活を始
めるなど、木滑の未来に明るい光

が差し込み始めました。これ
からは周辺地域と連携し、白
山ろく全体の里山を楽しむ企
画を考え、地域の活性化
を加速していきたいと
思っています」

▲ 秋の山笑いでは石積みの棚田で収穫体験を実施

木滑地区

小松 IC小松 IC

至金沢至金沢

至福井

北陸自動車道北陸自動車道

里山からの
メッセージ

ましたし 。これ
連携携し、白
を楽しむ企
活性化
いと

田
た じ ま

島 一
いちぞう

三さん

木滑里山
保全プロジェクト代表

里
山
里
海
だ
よ
り

木
滑
地
区
（
白
山
市
）

き

な

め

り
　

ち

 

く
　

木滑里山
保全プロジェクト
白山市木滑ト25

TEL 090（4684）6189（担当／小杉）
Eメール p_satoyama@h-staff.jp
ホームページ　http://kinameri.net/
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”文
学
“と
”学
生
“の
街
、

金
沢
の
風
土
を
学
ぶ

　

日
本
有
数
の
「
文
学
」
と
「
学
生
」
の
街
と
し
て
栄
え

て
き
た
金
沢
。
明
治
24
（
１
８
９
１
）
年
完
成
の
モ
ダ
ン

な
赤
レ
ン
ガ
造
り
が
印
象
的
な
石
川
四
高
記
念
文
化
交
流

館
は
、
そ
ん
な
歴
史
と
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
複
合

文
化
ス
ペ
ー
ス
で
、
石
川
四
高
記
念
館（
無
料
）と
石
川

近
代
文
学
館（
有
料
）の
２
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

石
川
四
高
記
念
館
は
、
明
治

26
年
か
ら
約
60
年
間
、
旧
制
第

四
高
等
学
校
（
四
高
）
と
し
て

歩
ん
だ
歴
史
を
た
ど
り
、
四
高

生
を
は
ぐ
く
ん
だ
土
壌
や
時
代

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
石
川
近
代
文
学
館
で

は
、
泉い

ず
み

鏡き
ょ
う
か花

・
徳と

く

だ田
秋し

ゅ
う
せ
い聲

・

室む

ろ

お生
犀さ

い
せ
い星

の
三
文
豪
か
ら
現
代

文
学
ま
で
、
石
川
ゆ
か
り
の
文

学
者
の
著
書
や
原
稿
、
愛
蔵
品

な
ど
を
展
示
。
来
館
者
が
広
げ

た
手
の
ひ
ら
に
石
川
の
風
土
を

表
す
言
葉
を
投
影
し
た
り
、
犀
星
の
書
斎
を
復
元
し
た
り

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
通
し
て
文
学
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

11
月
24
日
ま
で
は
企
画
展
「
中な

か

の野
重し

げ
は
る治　

肉
筆
原
稿
に

見
る
〈
文
学
者
〉
と
し
て
生
き
た
生
涯
」
を
開
催
中
。
四

高
出
身
で
「
最
後
の
文
学
者
」
と
も
呼
ば
れ
る
中
野
重

治
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

金沢大学の前身となった四高には、全国から俊英が集ま
り、井

いのうえ

上靖
やすし

や西
に し だ

田幾
き た ろ う

多郎など、さまざまな分野の第一線
で活躍する人を数多く輩出しています。また、柔道や野球

などのスポーツも盛んで、高
た か げ た

下駄にマントを着け
たバンカラな姿で街中を闊

か っ ぽ

歩する四高生は、金
沢市民からも非常に愛された存
在でした。

“ふるさと ”お宝キーワード

「四 高」
金沢市広坂2-2-5  TEL 076（262）5464
◎開館時間／午前9:00～午後5:00

（入館は午後4:30まで）
※貸館は午後9:00まで

◎休  館  日／年末年始（12/29～1/3）
◎入  館  料／石川四高記念館は無料

石川近代文学館は一般350円（280
円）、大学生280円（220円）、高校生以
下無料（　）内は20人以上の団体料金

兼六園兼六園

金
沢
駅

金
沢
駅

北陸
自動
車道

北陸
自動
車道

山
側
環
状

山
側
環
状

359

157

159

石川四高記念
文化交流館
石川四高記念
文化交流館

交通アクセス

▲ 太鼓や優勝旗が飾られたコーナーでは、四高生の
スポーツにかける情熱を伺い知ることができます

▲ 鏡花・秋聲・犀星それぞれの関わりなどが分かる石
川近代文学館の 「石川近代文学と三文豪」

▲ 同館は国の重要文化財に指定され、ライトアッ
プスポットとしても人気を集めています

活躍す 人 数多く輩
などのスポーツ
たバンカラな

石川四高記念文化交流館副館長

新
しん た く

宅 剛
つよし

さん

四高生が青春時代
を送った寮生活を
再現した模型

石川四高記念文化交流館
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w
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県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL  076（225）1362　FAX  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
石川県県民交流課　TEL 076（225）1361
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

前略 石川県知事 ふるさと納税


